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令和₂年 5月 1日� （2）

庁舎建設 

12億3410万円を見込む
会期

3月3日から
13日

実施設計と庁舎建設の事業費16億2268万円に対し14億6030万円を起債。起債に対する国からの補填
を除いた10億9550万円は、今後30年かけて償還していく。

民生費
○医療給付・介護支援
 9億757万円
○児童手当
 1億6390万円

総務費
○一般管理費
 16億2495万円

衛生費
○各種検診や斎場に
 2億7288万円
○ゴミ処理に
 1億7660万円

農林水産業費
○農業費 6億1588万円
○水産業費 3262万円
○林業費（松くい虫防除等） 4013万円

商工費
○観光費 1億6489万円
○商工振興に
 5057万円

教育費
○小学校費
 1億4480万円
○中学校費
 9121万円

土木費
○道路補修や除雪に
 3億4671万円

消防費
○常備消防に
 ２億1730万円
○消防団に
 5966万円

公債費
○起債償還元金 8億1500万円
○利子 5050万円

議会費
○内 議員報酬
 3433万円

民生費
22.2％

20億1689万円

民生費
22.2％

20億1689万円

総務費
25.4％

23億646万円

衛生費
5.2％

4億7648万円

農林水産業費
7.8％

7億435万円

商工費
5.3％

4億8077万円

土木費
10.5％

9億5471万円

消防費 4.3％
３億9076万円

教育費 8.4％
7億6093万円

公債費
9.5％

8億6550万円

その他 0.4％
3858万円

議会費 1.0％
9057万円

歳 出
90億8600万円

内 庁舎建設費
12億3410万円（ ）

令和２年度各種会計予算
会計区分 一般会計 特別会計

国民健康保険 介護保険 後期高齢者 公共下水道 地域集落排水

予算額 90億8600万円 43億2520万円 14億8200万円 19億3300万円 1億9420万円 6億2300万円 9300万円

前年度比 ＋7億400万円 −1億4180万円 −300万円 ＋1700万円 ＋2320万円 −1億7300万円 −600万円

3月定例会
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（3）� 遊佐町議会だより

これまでの最高 
平成９年度に迫る大型予算

繰入金
特別会計や
基金からの繰入
前年度比
+1億2544万円

その他
自主財源
産業立地貸付金収入
やふるさと納税
寄附金など
前年度比
+3813万円

町債
国や金融機関からの借入金
前年度比　＋2億2330万円

国・県支出金
国や県からの補助金
前年度比
+9768万円

地方交付税
行政格差をなくすために
国が交付
前年度比
＋7964万円

その他依存財源
地方譲与税や地方消費税交付金
前年度比　＋6228万円

町税　
町民税や固定資産税
前年度比　＋7753万円

町税
14.8％

13億4906万円

その他自主財源 6.0％
5億3535万円

町債
18.2％

16億5460万円

町債
18.2％

16億5460万円
地方交付税

34.0％
30億8816万円

国・県支出金
14.2％

12億8486万円

その他依存財源4.3％
4億66万円

歳 入
90億8600万円

自主財源
（町で集めるお金）

29.3%

依存財源
（国・県・借入金に
頼るお金）
70.7%

繰入金 8.5％
7億7331万円

各課の予算要求が、元年度より6～7億円ほど多いため、10％カットから予算編成にあたったとのこと
だが、一般会計では元年度より7億400万円多い90億8600万円という平成9年度予算（91億5100万円）
に迫る大型予算となった。国からの「働き方改革」により、人件費が多くかかることもあるが、何より
新庁舎建設が大きく影響した。新型コロナウイルスによる今の情勢では建設費の増高が気にかかる。

水道事業会計 町債の推移（一般会計）
（収益的収入及び支出） ※国からの地方交付税により充当されるものを含む

会計区分 収　　入 支　　出

予算額 4億187万円 3億7646万円

前年度比 −4450万円 −5927万円

地方債残高 償還額
28年度 81億1176万円 7億3965万円
29年度 81億3612万円 8億8323万円
30年度 81億4884万円 6億8518万円
元年度 （見込み） 89億1739万円 7億2873万円
２年度 （見込み） 97億7308万円 （見込み）   7億9891万円

令和2年度

予算
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令和₂年 5月 1日� （4）

新
た
に
始
ま
る
町
税

等
の
収
納
制
度
と
は

本
間

　
知
広 

委
員

問　

令
和
２
年
度
の
施
政
方

針
に
「
２
年
度
か
ら
は
、
郵

便
局
で
の
窓
口
収
納
と
コ
ン

ビ
ニ
収
納
を
始
め
ま
す
。」

と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
制
度
な
の
か
。

　

ま
た
そ
の
制
度
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
利
便
性
が
考
え

ら
れ
る
の
か
。

町
民
課
長

令和２年度予算質疑
３月 12 日・13 日予算審査特別委員会

委 員 長　菅原　和幸
副委員長　佐藤　光保

令和２年度の一般会計予算と特別会計予算5件、水道事業会計予算
1件を原案のとおり可決。

答　

今
後
、
町
税
等
（
町
税
、

月
光
川
水
害
予
防
組
合
費
、

保
険
料
、
水
道
料
、
保
育
料
、

住
宅
使
用
料
）
の
納
付
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
納
付
方
法

に
加
え
て
コ
ン
ビ
ニ
納
付

（
全
国
の
契
約
コ
ン
ビ
ニ
）、

郵
便
局（
簡
易
郵
便
局
含
む
）

で
の
窓
口
納
付（
東
北
管
内
）

が
可
能
に
な
り
、
現
在
よ
り

窓
口
数
が
多
く
な
り
窓
口
納

付
の
利
便
性
は
向
上
す
る
。

Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン

　
　
　
促
進
事
業
は

佐
藤
俊
太
郎 

委
員

企
画
課
長

問　

少
子
化
に
よ
る
町
の
人

口
減
少
対
策
の
一
環
で
あ
る

Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
事
業
で
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
、
人

口
増
の
た
め
の
新
た
な
施
策

は
。

答　

令
和
元
年
度
の
町
内
へ

の
移
住
実
績
は
、
２
月
末
現

在
で
13
組
31
人
と
な
っ
て
い
る
。

コンビニ・郵便局でも
納付できます

「
計
画
行
政
」は
本
当
か

齋
藤

　
　
武 

委
員

問　

複
数
年
計
画
で
整
備
中

の
町
道
杉
沢
本
線
の
舗
装
工

事
費
と
、
畑
西
線
の
改
良
工

事
費
が
、
担
当
課
の
要
求
額

か
ら
大
き
く
削
減
さ
れ
た
。

　

理
由
が
不
明
瞭
で
あ
り
、

時
田
町
政
が
か
か
げ
る
「
計

画
行
政
」
に
反
す
る
の
で
は

な
い
か
。

総
務
課
長

答　

当
初
予
算
の
編
成
に

当
っ
て
は
、
極
め
て
厳
し
い

経
済
情
勢
の
な
か
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
財
源
を
確
保
し
、
町
民
の

安
全
・
安
心
と
地
域
経
済
を

支
え
て
い
く
と
い
う
基
本
的

な
考
え
の
も
と
、
こ
れ
か
ら

始
ま
る
制
度
や
大
型
事
業
等

を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
通
常

経
費
の
10
％
削
減
を
め
ざ
し
、

事
業
に
つ
い
て
も
そ
の
効
果

を
も
う
一
度
確
認
し
な
が
ら
、

予
算
編
成
に
当
っ
て
い
る
こ

と
を
理
解
願
い
た
い
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

名
称
は

赤
塚

　
英
一 

委
員

企
画
課
長

問　

日
沿
道
の
開
通
予
定
が

公
表
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
タ
ウ
ン
の
計
画

も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
以

下
「
Ｉ
Ｃ
」）
の
名
称
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

酒
田
河
川
国
道
事
務
所

か
ら
の
情
報
提
供
で
は
、
Ｉ

Ｃ
の
名
称
は
原
則
と
し
て
所

在
す
る
市
町
村
名
の
後
に
Ｉ

Ｃ
等
を
付
す
な
ど
の
ル
ー
ル

が
あ
る
。

大
事
業
を
ひ
か
え

職
員
の
配
置
は

髙
橋

　
冠
治 

委
員

総
務
課
長

問　

令
和
２
年
４
月
か
ら
臨

答　

地
方
公
務
員
法
の
改
正

に
よ
り
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
と

も
な
い
、
会
計
年
度
任
用
職

員
が
一
般
職
の
地
方
公
務
員
と

し
て
明
確
に
整
理
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
あ
る
程
度
町
職
員
の

業
務
を
カ
バ
ー
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
想
定
さ
れ
る

大
型
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
度
よ
り
「
Ｐ※

Ａ
Ｔ
整
備
推

進
室
」
を
立
上
げ
対
応
す
る

な
ど
、
適
宜
人
員
の
配
置
を

検
討
し
て
い
く
。

※
P
A
T
と
は
…
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

タ
ウ
ン
の
略
。
高
速
道
路
へ
休
憩
施

設
と
し
て
、
新
た
な
「
道
の
駅
」
を

町
で
検
討
し
て
い
る
。

時
職
員
等
に
か
わ
り
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
が
施
行
さ

れ
、
待
遇
も
改
善
さ
れ
る
。

　

一
方
、
町
職
員
は
業
務
量

に
対
し
恒
常
的
に
足
り
な
い
。

今
後
大
き
な
事
業
を
ひ
か
え

業
務
内
容
の
改
善
は
。

　

移
住
を
検
討
し
て
い
る
方

は
借
家
物
件
の
希
望
が
多
い

た
め
、
集
落
支
援
員
等
関
係

者
と
連
携
し
、
空
き
家
バ
ン

ク
新
規
登
録
物
件
の
確
保
に

努
力
す
る
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
円
滑

な
集
落
受
入
・
定
着
を
推
進

す
る
た
め
に
、
移
住
者
を
受

け
入
れ
る
集
落
に
報
奨
金
を

交
付
す
る
事
業
を
予
定
し
て

い
る
。
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（5）� 遊佐町議会だより

公
園
再
整
備
計
画
と
は

那
須

　
正
幸 

委
員

地
域
生
活
課
長

問　

平
成
25
年
か
ら
公
園
の

遊
具
整
備
を
行
い
令
和
２
年

答　

公
園
再
整
備
計
画
に
基

づ
き
、
こ
れ
ま
で
「
遊
ぽ
っ

と
」
等
の
遊
具
整
備
を
行
っ

て
き
た
。
最
終
年
度
と
な
る

令
和
２
年
度
は
、「
下
野
沢

や
す
ら
ぎ
公
園
」
の
ブ
ラ
ン

コ
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
・
鉄

棒
等
の
更
新
を
す
る
。

　

遊
具
は
定
期
的
に
点
検
を

実
施
し
て
お
り
、
ケ
ガ
等
の

給
食
費
の
値
上
げ
は

佐
藤

　
光
保 

委
員

教
育
課
長

問　

令
和
２
年
度
か
ら
給
食

費
を
、
小
学
校
は
10
円
、
中

学
校
は
20
円
の
値
上
げ
で
保

護
者
の
負
担
が
増
加
す
る
。

　

令
和
元
年
10
月
の
消
費
税

引
上
げ
に
加
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
町
民
が

苦
難
に
直
面
し
て
い
る
と
き

こ
れ
に
寄
り
添
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

給
食
費
は
、
材
料
代
の

み
の
負
担
で
平
成
26
年
度
か

ら
現
在
の
価
格
を
維
持
し
て

き
た
。
食
材
等
の
値
上
げ
に

よ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
摂
取

す
べ
き
栄
養
価
を
確
保
で
き

な
い
と
の
判
断
で
止
む
を
得

ず
値
上
げ
と
な
っ
た
。

　

経
済
的
に
負
担
が
困
難
な

家
庭
に
は
、
就
学
援
助
と
い

う
制
度
も
あ
る
た
め
、
値
上

げ
分
を
町
で
補
て
ん
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

岩ガキ増殖に期待

鳥海山をキャンバスに遊べ
（下野沢やすらぎ公園）

岩
ガ
キ
の
増
殖
を

阿
部

　
満
吉 

委
員

産
業
課
長

問　

岩
ガ
キ
を
筆
頭
に
磯・

も・

の・

の
資
源
は
危
機
的
状
況
を

む
か
え
て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
予
算
に
お
け

る
、
漁
業
後
継
者
を
含
め
た

水
産
業
の
支
援
で
、
岩
ガ
キ

増
殖
礁
設
置
と
藻
場
再
生
事

業
の
内
容
は
。

答　

岩
ガ
キ
の
増
殖
礁
は
、

滝
ノ
浦
集
落
と
女
鹿
集
落
の

境
界
付
近
の
海
岸
線
に
、
20

ｔ
の
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
２
０
０

個
以
上
を
設
置
す
る
。

　

藻
場
造
成
事
業
は
、
女
鹿

集
落
北
端
の
海
岸
線
に
、
消

波
ブ
ロ
ッ
ク
と
生※

物
共
生
型

ブ
ロ
ッ
ク
を
配
置
し
、
磯
焼

け
対
策
と
し
て
ア
カ
モ
ク
等

の
再
生
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

※
生
物
共
生
型
ブ
ロ
ッ
ク
…
石
炭
灰

等
を
練
り
こ
ん
で
、
海
藻
な
ど
を
増

殖
さ
せ
る
ブ
ロ
ッ
ク
。

合
併
浄
化
槽
設
置補助

金

斎
藤
弥
志
夫 

委
員

地
域
生
活
課
長

問　

合
併
浄
化
槽
設
置
の
際
、

他
の
市
町
と
同
じ
く
ら
い
の

補
助
金
を
出
し
て
い
る
が
、

設
置
率
が
か
な
り
低
い
。

　

設
置
率
向
上
の
た
め
に
目

新
し
い
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

答　

合
併
浄
化
槽
設
置
の
対

象
集
落
は
20
集
落
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
31
年
３
月
末
現

在
の
設
置
率
は
、
37
・
４
％

と
な
っ
て
い
る
。
補
助
金
は
、

５
人
槽
の
場
合
、
74
万 

４
０
０
０
円
、
７
人
槽
の
場

合
、
93
万
２
０
０
０
円
交
付

さ
れ
る
。

　

今
後
も
対
象
者
に
補
助
金

制
度
を
お
知
ら
せ
し
、
設
置

率
の
向
上
を
図
り
た
い
。

　

そ
の
た
め
、
過
去
の
議
会

で
名
称
案
の
公
募
を
検
討
す

る
と
し
て
い
た
が
、
公
募
は

取
り
や
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。　

　

国
交
省
よ
り
Ｉ
Ｃ
名
称
案

の
意
見
照
会
が
あ
る
と
の
こ

と
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
仮
称

で
使
用
し
て
き
た
町
民
に
馴

染
み
の
あ
る
名
称
を
求
め
て

い
き
た
い
。

度
で
は
１
４
５
０
万
円
の
工

事
と
な
り
最
終
年
度
と
な
る
。

　

遊
具
の
管
理
体
制
と
ケ
ガ

を
し
た
時
の
補
償
は
ど
こ
の

管
轄
に
な
る
の
か
。

対
応
に
つ
い
て
は
、「
全
国

町
村
会
総
合
賠
償
保
障
保

険
」
に
加
入
し
て
い
る
。























令和₂年 5月 1日� （16）

議案番号 議　案　名 内　　容

議１〜₅号 令和元年度遊佐町一般会計補正予算、国民健康保険・地域集落排水事業・
介護保険・後期高齢者医療特別会計補正予算 P14〜15に審議内容を掲載

議₆〜12号 令和₂年度遊佐町一般会計予算、国民健康保険・公共下水道事業・
地域集落排水事業・介護保険・後期高齢者医療特別会計・水道事業会計予算 P₂〜₅に審議内容を掲載

議１３号 町長等の損害賠償責任の一部を免責する条例の設定 法改正にともない、善意かつ重大な過失がないとき
は、町長以下役職員の損害賠償責任の一部を免責に

議１４号 遊佐町中小企業・小規模企業振興条例の設定 中小企業の振興施策を総合的に推進し、地域経済、
地域社会の発展、町民生活の向上を図るもの

議１５号 遊佐町水難救護所設置条例を廃止する条例 地方公務員法の改正にともない、水難救護職員の身
分が変更されたため、条例を廃止するもの

議１６号 遊佐町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正

私立幼稚園就園奨励費交付要綱の廃止にともない、
関係規定を整備するもの

議１７号 遊佐町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の一部を改正 情報通信利用の法改正にともない、デジタルシステ
ムによる情報技術を利用するもの

議１８号 遊佐町行政不服審査法施行条例の一部を改正 情報通信のデジタル化による字句の改正

議１９号 遊佐町印鑑条例の一部を改正 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化を図るもの

議２０号 遊佐町監査委員条例の一部を改正 法改正にともない規定の整備を図るもの

議２１号 遊佐町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正 情報通信のデジタル化による関係条項を整備するもの

議２２号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正 県人事委員会勧告に準じ、職員の住居手当要件を改
正するもの

議２３号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改
正

会計年度任用職員制度の導入にともない、公務災害
補償について規定するもの

議２４号 遊佐町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 ０～３歳児保育事業所の設備、運営に関する基準を
定めるもの

議２５号 遊佐町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例

子ども・子育て支援法により、保育事業の運営に関
する基準を整備するもの

議２６号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正 災害援護資金の償還方法を年賦償還、貸付利率を一
定の利率とし、保証人を不要とするもの

議２７号 遊佐町営住宅条例の一部を改正 町営住宅の退所に際し、原状回復義務等整備するもの

議２８号 遊佐町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正 法改正による条項を整備するもの

議２９号 遊佐町固定資産評価審査委員会委員の選任 固定資産評価審査委員、佐藤克昭氏を再選するもの

議３０号 財産の無償貸付け 金俣地内町有倉庫を、農業振興施設として継続して
JA庄内みどり農協に貸し付けるもの

議３１号 白井・金俣辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更 財政計画の変更により総合整備計画の一部を整備す
るもの

議３２号 酒田市との庄内北部定住自立圏形成協定の変更 酒田市との庄内北部自立圏協定を実情に合わせ変更
するもの

発議₁号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出 P13に内容を掲載

発議₂号 環境保全と調和のとれた岩石採取事業となるよう採石法等の改正を求める意見書の提出 P12に意見書を掲載

３月定例会の議案内容（令和元年度一般会計補正予算他、33件）

３月臨時会【3月25日】の議案内容（事件案件1件、発議案件1件）
議案番号 議　案　名 内　　容

議33号 附帯控訴の提起
臀曲地区岩石採取に係る一審判決で町に求められた損失補償を不服とし、
附帯して二審に控訴するもの　P12に関連記事あり

発議₃号 議員派遣 県へ採石法等の改正に関する要望書提出のため　P12に関連記事あり

予
算
審
査
一
般
質
問
意
見
書
中
間
報
告
補
正
予
算
審
査

採
決
結
果
議
会
運
営
遊
佐
人
議
会
ク
イ
ズ



（17）� 遊佐町議会だより

　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

 議　　案

本
間
　
知
広

那
須
　
正
幸

佐
藤
俊
太
郎

佐
藤
　
光
保

齋
藤
　
　
武

松
永
　
裕
美

菅
原
　
和
幸

赤
塚
　
英
一

阿
部
　
満
吉

髙
橋
　
冠
治

斎
藤
弥
志
夫

土
門
　
治
明

議決結果
（賛成：反対）

議1号〜₅号 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（10：1）
議6号 一般会計 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（10：1）
議7号

特別
会計　

国民健康保険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
議8号 公共下水道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
議9号 地域集落排水 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
議10号 介護保険 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
議11号 後期高齢者医療 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
議12号 企業会計 水道会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
議13号〜議28号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
議29号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 同　意
議30号〜議32号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
発議1号〜発議₂号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（11：0）
3月臨時会
議33号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（10：0）
発議3号 ○ ○ ○ ○ ○ 欠席 ○ ○ ○ ○ ○ ― 可決（10：0）

3月定例会　採決状況一覧　○賛成　×反対　議長（土門治明）は採決に加わらない

３月定例会の傍聴者数
日　　程 内　　容 男 女 計

₃月₃日（火） 本会議・補正予算上程 2 0 2
₃月₄日（水） 補正予算審査特別委員会・本会議 3 0 3
₃月₅日（木） 本会議・一般質問 6 1 7
₃月₆日（金） 本会議・一般質問・2年度予算上程 3 2 5
₃月12日（木） 予算審査特別委員会 2 0 2
₃月13日（金） 予算審査特別委員会・本会議 2 0 2

計 18 3 21

 

議
会
運
営
委
員
会

 

視
察
報
告
　
令
和
２
年
２
月
４
日
〜
５
日

■
視
察
先
及
び
目
的

⑴
岩
手
県
大
船
渡
市

　

�

災
害
時
の
議
会
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
及
び
議

員
の
行
動
指
針
に
つ
い
て

■
研
修
内
容

　

岩
手
県
大
船
渡
市
は
、
平

成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚

大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

震
災
後
に
災
害
復
興
対
策

特
別
委
員
会
を
設
置
。
議
会

機
能
強
化
部
会
に
お
い
て
、

議
会
と
し
て
の
災
害
対
応
指

針
の
策
定
を
進
め
た
。

　

発
災
後
す
ぐ
に
会
議
を
設

置
開
催
で
き
な
い
状
況
も
想

定
さ
れ
、
議
員
が
各
地
域
で

情
報
収
集
と
支
援
活
動
を
行

い
、
そ
こ
で
得
た
情
報
や
要

望
を
議
会
で
共
有
し
、
当
局

へ
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

情
報
の
一
本
化
と
行
動
の

同
一
化
を
図
る
こ
と
で
、
迅

速
な
対
応
を
行
う
こ
と
を
重

視
し
て
い
る
。

　

過
去
の
災
害
を
も
と
に
、

災
害
対
策
会
議
の
設
置
を
発

災
１
〜
３
日
後
・
５
〜
10
日

後
な
ど
と
設
定
。
災
害
状
況

を
地
図
に
書
き
込
み
、
情
報

を
一
元
化
し
議
員
は
同
一
行

動
す
る
。

　

他
に
も
、
A
E
D
操
作
な

ど
の
救
命
講
習
、
防
災
気
象

情
報
の
利
活
用
を
目
的
と
し

た
地
方
気
象
台
に
よ
る
講
習
、

防
災
行
政
無
線
の
操
作
訓
練

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　

情
報
を
共
有
し
連
絡
を
密

に
し
、
職
員
へ
負
担
を
か
け

な
い
た
め
に
も
、
行
動
指
針

の
作
成
は
重
要
と
考
え
る
。

　

そ
の
指
針
を
も
と
に
定
期

的
に
訓
練
を
行
い
、
問
題
点

の
改
善
と
執
行
部
と
の
連
携

の
取
り
方
を
検
討
す
る
必
要

性
を
感
じ
た
。

■
そ
の
他
視
察
先

⑵
北
日
本
水
産
株
式
会
社

　

あ
わ
び
養
殖
事
業

⑶
秋
田
県
横
手
市

　

�

議
会
に
お
け
る
情
報
通
信

技
術
の
活
用
方
法

災害対応の説明を受ける
（大船渡市議会）

反対討論 令和２年度一般会計予算に反対
佐藤　光保　議員

　新型コロナウイルスの発生で、学校も一斉休校になり登校再開が望ま
れるが、令和２年度に学校給食費の値上げが含まれることは、町民に寄
り添う施策とは言えない。少数意見の表明も議員の努めと考え反対する。

予
算
審
査
一
般
質
問
意
見
書
中
間
報
告
補
正
予
算
審
査

採
決
結
果
議
会
運
営
遊
佐
人
議
会
ク
イ
ズ

（単位：人）

災
害
対
応
指
針作

成
の
経
緯

議
会
の
対
応
指
針
の
特
徴

市
議
会
防
災
訓
練

視
察
を
終
え
て



予
算
審
査
一
般
質
問
意
見
書
中
間
報
告
補
正
予
算
審
査

採
決
結
果
議
会
運
営
遊
佐
人
議
会
ク
イ
ズ

令和₂年 5月 1日� （18）

　

高
瀬
地
区
は
、
19
の

集
落
が
あ
り
約
６
７
０

世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

　

高
瀬
の
気
質
は
一
言

で
い
う
と
「
負
け
ず
嫌

い
」
と
「
勤
勉
」
で
す
。

こ
の
気
質
が
古
い
に
し
え

よ
り
多

く
の
偉
人
を
生
み
出
し

て
き
ま
し
た
。

　

砂
丘
地
に
松
の
植
林

を
し
た
曽
根
原
六
蔵
、

三
方
国
替
え
阻
止
に
奔

走
し
た
佐
藤
藤
助
、
初

代
鉄
道
助
佐
藤
政
養
、

「
田
植
え
型
」
を
発
明

し
た
石
川
治
兵
衛
、「
彦

太
郎
糯
」
を
育
種
し
た

常と
き

田た

彦
吉
等
々
、
枚
挙

に
暇い
と
まが
あ
り
ま
せ
ん
。

高
瀬
の
紹
介

高
瀬
八
景

町
に
望
む
こ
と

議
会
に
望
む
こ
と

 

“
清
流
と
み
ど
り
の
高
瀬
”

の
シ
ン
ボ
ル
は
、
校
歌
で
も

歌
わ
れ
て
い
る
と
お
り

「
東し
の
の
め雲
は
ゆ
る
鳥
海
山
」
と

「
流
れ
も
清
き
高
瀬
川
」
で

す
。
そ
の
姿
は
四
季
折
々
に

装
い
を
変
え
、
私
た
ち
の
心

を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の

中
か
ら
歴
史
的
背
景
等
地
区

住
民
の
思
い
を
込
め
選
ば
れ

た
の
が
「
高
瀬
八
景
」
で
す
。

　

①
剱
龍
神
社
の
大
鳥
居

　

②
下
当
土つ
ち

樋と
よ

の
清
流　

　

③
中
山
桜
堤　

　

④
升
川
河
川
公
園

　

⑤
西
鳥
海
橋
か
ら
見
た

　
　

鳥
海
山
の
四
季

　

⑥
白
鳥
公
園
す
が
さ
と

　

⑦
丸
子
観
音
森
と
鳥
海
山

　

⑧
美
し
き
童わ
ら
べの
里

　

こ
れ
ら
八
景
は
墨
絵
の
会

の
方
々
の
手
に
よ
り
見
事
な

高
瀬
ま
ち
づ
く
り
の
会

墨
絵
と
な
り
、
高
瀬
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
２
階
講
座
室

の
襖
絵
と
し
て
高
瀬
の
宝
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
高
瀬
地
区
で
は

“
美
し
き
童
の
里
高
瀬
の
未

来
”
を
作
る
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
編
集
会

議
を
経
て
、
読
み
や
す
く
、

わ
か
り
や
す
い
絵
本
に
し
ま

し
た
。
計
画
策
定
に
あ
た
り

結
集
し
た
住
民
の
パ
ワ
ー
は

何
物
に
も
代
え
が
た
い
地
区

の
宝
だ
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
に
は
、
丸
子
に

高
速
の
I
C
が
で
き
る
予
定

で
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ

を
活
か
し
て
、
若
者
が
定
住

で
き
る
よ
う
な
施
策
を
打
ち

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
自
治
の
確
立

と
活
性
化
の
た
め
、
地
域
活

動
交
付
金
の
見
直
し
等
一
層

の
充
実
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
遊
佐
弁
は
地
区
に
よ
っ
て
趣

が
変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

遊
佐
弁
で
語
る
遊
佐
人
に
会
い

に
行
き
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
６
回
に
わ
た
り

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
訪
ね
て

い
き
ま
す
。

高瀬八景 襖絵

“美しき童の里 高瀬”未来図

高瀬まちづくりの会 スタッフ

 

❶

Yuzajin

シリーズ

　

な
ん
と
い
っ
て
も
議
会
は

言
論
の
府
、
で
き
れ
ば
本
会

議
だ
け
で
は
な
く
各
委
員
会

の
ネ
ッ
ト
配
信
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
二

元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

会
へ
の
町
民
の
期
待
は
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
後

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

高
瀬
ま
ち
づ
く
り
の
会

会
長　
　

佐
藤　

源
市 

談

美
し
き 

童わ
ら
べ

の
里



議会
クイズ

104

　　
令
和
２
年
２
月
１
日
第
147
号
の

議
会
ク
イ
ズ
に
は
72
名
の
方
の
応
募

が
あ
り
、71
名
の
方
が
正
解
で
し

た
。

　
抽
選
の
結
果
次
の
10
名
の
方
が

当
選
し
、あ
ぽ
ん
入
浴
券（
３
枚
）

を
、お
届
け
し
ま
す
。

答
え
　
①
Ｂ
　
②
Ａ
　
③
Ｃ

 

（
敬
称
略 

）

伊
　
藤
　
孝
　
勇 （
平
　
津 

）

佐
　
藤
　
　
　
正 （
下
当
下 

）

坪
　
井
　
千
　
穂 （
滝
ノ
浦 

）

髙
　
橋
　
恒
　
子 （
田
地
下 

）

佐
　
藤
　
　
　
喬 （
出
　
戸 

）

池
　
田
　
智
　
也 （
旭
ケ
丘 

）

本
　
間
　
清
　
子 （
六
日
町 

）

仲
　
野
　
　
　
実 （
和
　
田 

）

小
野
寺
　
　
　
俊 （
駅
前
二 

）

池
　
田
　
侑
佳
里 （
境
　
田 
）

問
題

①
令
和
元
年
度
の
町
内
へ
の
移
住
実

績
は
？

Ａ 

３
組
３
人
　

Ｂ 

13
組
31
人
　

Ｃ 

23
組
32
人

②
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交

付
金
を
受
け
た
水
田
面
積
は
？

Ａ 

１
１
６
０
ha

Ｂ 

１
０
１
５
ha

Ｃ 

１
０
０
６
ha

③「
丸
子
観
音
森
と
鳥
海
山
」は
何

に
選
ば
れ
た
風
景
で
し
ょ
う
か
？

Ａ 

高
瀬
五
景

Ｂ 

高
瀬
八
景

Ｃ 

高
瀬
十
景

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
答
え
の
記
号

（
例
①
Ａ
　
②
Ｂ
　
③
Ｃ
）

そ
れ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、集
落
名

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
正
解
者
の
中
か
ら
10
名
様
に
あ
ぽ

ん
券（
３
枚
）を
、お
届
け
し
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個
人
情
報

は
、こ
の
議
会
ク
イ
ズ
以
外
の
目
的

に
は
使
用
し
ま
せ
ん
）

☆

　
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
答
え
の
ほ
か
議

会
へ
の
ご
要
望
、ご
意
見
を
い
た
だ
け

れ
ば
大
歓
迎
で
す
。☆

　
あ
て
先
／
999―

８
３
０
１

　
　
遊
佐
町
遊
佐
字
舞
鶴
211

　
　
役
場
内
　
議
会
事
務
局

　
　
締
め
切
り
５
月
25
日

発
表
は
次
号
で
す
。

編
集
室
よ
り

新
１
年
生

　
世
界
的
に
猛
威
を
ふ
る
う
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
。こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
各
学

校
の
卒
業
式・入
学
式
が
出
席
者
を
縮

小
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
希
望
に
あ
ふ
れ
た

入
学
式
を
、皆
さ
ん
に
伝
え
た
く
て
、

各
学
校
に
写
真
提
供
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

　「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
ね
」と
言
い

合
え
る
日
が
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
後
書
き
と
し
ま
す
。

　
次
の
定
例
会
は

　
６
月
９
日
㈫
か
ら
６
月
12
日
㈮
の

　
予
定
で
す
。

　
　
　
発
　
行
　
人

　
　
　
　
議
　
　
長 

土
門
　
治
明

　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
委 

員 

長 

阿
部
　
満
吉

　
　
　
　
副
委
員
長  

那
須
　
正
幸

　
　
　
　
委
　
　
員 

菅
原
　
和
幸

　
　
　
　
委
　
　
員 

齋
藤
　
　
武

　
　
　
　
委
　
　
員 

佐
藤
俊
太
郎

　
　
　
　
委
　
　
員 

本
間
　
知
広

と

予
算
審
査
一
般
質
問
意
見
書
中
間
報
告
補
正
予
算
審
査

採
決
結
果
議
会
運
営
遊
佐
人
議
会
ク
イ
ズ

（19）� 遊佐町議会だより

　

令
和
２
年
２
月
６
日
、
遊

佐
地
区
区
長
会
主
催
で
遊
佐

地
区
に
住
む
議
員
と
の
懇
談

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
集
落

の
区
長
を
は
じ
め
30
名
の
参

加
が
あ
り
、
地
域
に
密
着
し

た
質
問
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
話
題
と
な
っ
た
の
は

「
避
難
所
と
備
蓄
」
で
、
地
震

や
津
波
、
洪
水
等
災
害
に
よ
っ

て
避
難
所
が
異
な
る
こ
と
や
、

防
災
倉
庫
の
備
蓄
品
で
行
き

渡
る
の
か
な
ど
、
活
発
な
質

問
が
交
わ
さ
れ
、
こ
の
時
点
で

遊
佐
の
こ
と
を
話
そ
う
よ

遊
佐
地
区 

区
長
会
主
催
の
懇
談
会

は
製
作
中
だ
っ
た
「
防
災
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
」
が
も
う
す
ぐ
み
な

さ
ん
に
届
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
常
任
委
員
会
管

外
視
察
レ
ポ
ー
ト
（
議
会
だ

よ
り
第
147
号
に
記
載
）
を
読

ん
で
視
察
の
結
果
を
ど
の
よ

う
に
遊
佐
町
に
生
か
す
か
の

考
察
が
な
い
と
の
厳
し
い
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
内
部
に
留
め
置
か
ず
、

町
民
と
情
報
共
有
し
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。

地区懇談会の報告や、管外視察レポートは
議会事務局前の資料や議会ホームページに
掲載しています。

http://www.town.yuza.yamagata.jp/
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